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わ
が
国
対
東
南
ア
ジ
ア
経
済
協
力
の
新
段
階

i 

.

r

経
済
協
力」

と
い
う
言
葉
は
、
戦
後
の
国
際
社
会
で
の
通
り
言
葉
の
一
つ
に 

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
根
本
的
に
は
、
戦
後
の
世
思
経
済
に
お
い
て
、

一
国
だ

. 

け
で
そ
の
経
済
的
自
立
と
発
展
を
全
う
し
う
る
国
は
殆
ん
ど
存
し
な
い
と
い
う 

遨
本
的
市
実
に
根
ざ
し
て
い
る
;0
し
た
.が
っ
て
経
済
協
力
関
係
は
、
先
進
国
砠

> 

互
間
、
ま
た
後
進
国
相
互
間
，に
お
い
て
も
当
然
成
り
立
ち
う
る
わ
け
で
あ
る 

が
、
3
リ
端
的
に
は
先
進
国
対
後
進
国
の
関
連
に
つ
い
て
、

と
り

上
げ
ら
れ
る 

の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
こ
そ
現
代
の
世
界
経
済
に
お
い
て
、
後
進
国 

.
問
題
の
も
つ
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

.

と
の
点
か
ら
し
て
、

r

経
済
協
力」

は
注

.々に
し
.て
先
進
国
に
よ
る

「

偽
装 

さ
れ
た
帝
国
主
義

」

と
し
て
批
判
さ
れ
石
場
合
が
あ
る
。
し
‘か
し
帝
国
主
義
段 

階
に
お
け
る
先•
.後
進
国
間
の
関
係
は
、
前
者
に
よ
る
植
民
政
策
の
実
行
を
軸 

と
し
て
、
後
者
に
対
す
る
い
わ
：ゆ
る
植
民
地
的
経
済
開
発
の
方
式
の
適
用
を
意 

味
し
、
そ
の

nn

標
は
明
ら
かに
こ
れ
を
.通
じ
て
の
先
進
国
に
よ
る
あ
く
な
き
超

わ
が
国
対
東
南
ア
ジ
ア
経
済
協
力

の
新
段
階

.

山 

'
 

本

,

登

過
利
潤
の
追
求
に
あ
っ
た
。

 

ノ

こ
れ
に
対
し
て

「

経
済
協
力」

は
、
い
わ
ば
近
代
的
経
済
開
発
の
理
念
と

！m 

さ
れ
、
後
進
国
の
経
済
開
発
に
対
す
る
先
進
国
の
援
助
、
そ
し
て
後
進
国
の
経 

済
成
長
の
促
進
と
そ
の
生
活
水
準
の
引
上
げ
に
協
力
す
る
こ
と
を

;¥
;
!̂
す
る
。 

先
♦

後
進
国
間
の
著
し
い
経
済
力
め
隔
差
か
ら
、

そ
こ
に
前
記
の
批
判
を
招
く 

要
因
は
な
し
と
し
な
い
。

し
か
し
反
面
に
お
い
て
、

戦
後
の
世
界
の
新
情
勢 

(

社
会
主
義
世
界
経
済
体
淛
の
分
立

'.
後
進
国
の
政
治
的
独
立
と
経
済
的
地
位 

の
向
上
、
と
く
に
後
進
国
自
体
の
横
極
的
な
経
济
開
発
計
画
の
励
行

)

に
つ
い 

て
の
先
進_
#1
の
_
罾
に
加
ぇ
て
、
過
去
の
植
民
地
的
経
済
開
発
方
式
の
結
果 

に
つ
い
て
の
多
少
の
反
省
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

.
■
た
：だ「

経
済
協
力」

が
国
際
的
通
用
語
と
な
っ
て
か
，ら
す
で
に
十
年
以
上
の 

歴
史
を
経
過
し
た.に
も
拘
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
こ
の
概
念
は
明
確
に
規
定
さ
れ 

て
い
る
と'は
い
先
な
い
。
ご
く
概
括
的
に
，

.い
"ぅ
場
合
、
そ
れ
は
広
く
、
贈
与
、
借 

款
、
投
融
資
、
輸
出
代
金
延
払
い
等
の
諸
形
態
を
含
む
も
の
と
解
釈
ざ
れ
、
ま
た 

政
府
間
べ
.

—

シ
ス
お
ょ
び
民
間
べ
ー
シ
ス
の
双
方
に
亙
る
も
の
：

と
解
さ
れ
る
。

'

一

(

七
四
九

)



た
だ
し
通
常

「

技
i

力」

は
こ
れ
と
は
別
に
併
列
的
に
考
察
さ
れ

.て
い
，る
。

こ
こ
で
は「

経
済
協
力

」

の
.概
念
規
定
を
試
み
る
の
が
直
接
の
目
的
で
は
な 

い
。
む
し
ろ
一
宓
は
前
逑
の
如
き

^

汎
な
内
容
をも
つ
も
の
と
考
え
た
上
で
、 

現
在
の
世
界
経
済
の
転
換
期
に
処
し
て
、

.'

.後
進
国
自
体
の
従
来
の
経
済
開
発
計 

画
に
も
反
省
が'加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
折
柄
、
日
本
の
対
東
南
ア
経
済
協
力
の
在

. 

り
方
に
つ
い
て
も
、
_

討
を
要
す
べ
き
時
期
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
と 

思
ぅ
。：

•

わ
が
国
も
亦
つ
と
に一.
九
五
三
年
末
頃
か
ら
、
こ
の
問
題
を
正
式
に
と
り
上 

げ
、
東
南
ア
ジ
ア
；

i

国
に
対
す
る
経
済•技
術
協
力
の
実
行
を
唱
え
て
き
た

。
.

そ
の
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
実
績
は
、

^

M
す
る
如
く̂

す
1
4'
顕
著
な
も 

の
で
は
な
い
。.そ
の
.：理
由
は
、.一
つ
に
は
未
だ
経
済
余
力
が
充
分
で
な
か
っ
た 

.段
階
に
お
い
て
、
ぎ|^
の
世
界
的
な
動
向
に
順
宓
し
ょ
ぅ
と
し
た
い
わ
ば
背
伸 

び
し
た
努
力
の
現
わ
れ
と
見
ら
れ
、

一一
つ
に
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
進
国
と
し 

て
の
意
識
と
実
質
的
に
は
い
わ
ゆ
る
中
進
国
であ
る
地
位
，と
の
も
つ
れ
が
制
約
• 

的
作
用
を
及
ぽ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
わ
が
国
の
目
覚
し
い
経
済
成
長
を
基
盤
と
し
、
且
つ
最
近
に
お
け 

る
諸
外
国
勢
力.の
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
活
潑
な
援
助
藓
争
.の
展
開
に
鑑
み 

て
、
わ
が
国
と
し
て
も
ヨ
リ
積
極
的
、
ヨ
リ
弾
力
的
に
こ
の
地
域
に
対
す
る
経 

済

•
技
術
協
力
を
推
進
す
べ
き
時
に
き
て
い
る
と
評
価
し
て
.差
支
え
な
い
で
あ 

ろ
ぅ
。
 

：

.

か
く
て
日
本
は
い
ま
や
対
東
南
ア
経
済
協
力
の
新
段
階
を
迎
え
て
い
る
と

い
：： 

i
る
。
そ4

を
い
か
に
進
め
る
、、へ
き
办
社
、
こ
れ
ま
で
の
释
過
に
っ

1
て
の
反

■

.

, 

ニ 

(

七
五 

0)

省
と
共
に
.、
相
手
側
を
：め
ぐ
る
内
外
の
諸
条
件
に
関
す
る
現
実
的
な
認
識
を
深 

め
な
く
て
は.な
ら
な
い
。

.
以
下
、
本
稿
は
こ
の
よ
ぅ
な
視
角
か
ら
、
本
問
題
に
つ
い
て
の
回
顧
と
展
望 

を
試
み
る.こ
と
と
し
た
い。

.. 

.

■

•

二

わ
が
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
経
^
^
力
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
一
九
五 

三
年
士
一
月
十
八
日
の
'閣
議
決
定
で
は
、

.

次
の
三
点
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

こ
0
/.
.

.
ぐ
.
'

B

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
協
力
に
当
っ
て
は
、

相
手
国
の
立
場
を
尊
重 

し
、
か
つ
国
際
連
合
お
よ
び
第
三
国
の
計
爾
に
対
し
積
極
的
に
協
力
す
る
。 

「

.

.㈡
：
経
済
協
力
は
、
原
則
と
し
て
民
間
の
創
意
に
よ
り
行
な
ぅ
も
の
と
し
、 

政
府
は
そ
の
実
施
に
必
要
な
援
助
を
与
え
る
。

'

导

.賠
償
問
題
の
存
す
る
国
と
の
間
に
お
い

.て
は
、
そ
の
早
期
解
決
を
は
か 

る
。
 

•

現
実
に
こ
の
基
本
方
針
が
ど
の
程
度
ま
で
具
体
化
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、 

議
論
の
岐
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
掲
の
第

.一
項
は
と
も
角
と
し
て
、
第
二
項 

に
掲
げ
ら
れ
た■

「

民
間
の
創
意

」

が
果
し
て̂

分
に
援
護
さ
れ
た
か
、
ま
た
第 

三
項
のr

賠
償
の
早
期
解
淡

」

が
歡
足
に
果
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
疑
念
な 

き
を
え
な
い
。
例
え
ば
対
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
賠
償
が
漸
や
く
本
年
五
月
に
い
た
っ
て 

調
印
さ
れ
た
事
実
や
、
ビ
ル
マ
が

そ
の
賠
償
の
再
検
討
を
申
し
入
れ
て
き
て
い 

る
こ
と
な
ど
は
、
賭
^
^
定
自
体
の
遂
行
が
円
馉
に
進
ん
で
い
た
い
の
み
な
ら

( 3 )  41

( 3 )  2 5 8 (8 )
( 9 )  489 (14)
( 5 )  3,557(16)
(11) 3,033(28)
(16) 8,726(39)

(16) 15,542(20)
(17) 15,221(13)

( 1 1 ) 324 (14)
1,62^(11)

756(23)
1,016(21)
3,728(39)
3,259(55)
2,473(36)

1,451(30)

3 6 5 (2 )  
1 ,8 8 7 (1 )  

1 ,2 4 5 (3 )  
4 ,5 7 3 (2 )  
6 ,7 6 1 (4 )  

11,98 

18,015 
16,672

2,621 (16) 2,986
19 (12) 1,906

905 (26) 2,150
369 (23) 4,942

2,324 (43) 9,085
5 ,8 1 7 (2 ) 155(69) 17,957

( 4 )  367(62) 32,490

1,553(39) 42,720

5(12)

(22) 14,108 
( 7 )  2 4 ,4 9 5 (2 )

(80) 46,807j(J4&) 14,636 (229) 61»503 (53) 50,658 ( 8 ) 2,075 (290) 114,236

わ が 国 海 外 投 資 実 樹 表 （I958年技月末現在） （単位：干ドル）

形態別 

年度別

m 券 取 得

生産事業 商 業 等 小 訐
債拖取得 不動産取得 合 fh

技術援助

(件数）

( 疰 1 ) 証券取得の商業等および不動産取得は1958年 9 月末現在 

(注 2 ) 商業等とは，商社，メーカ一，金融機関等.の海外出先機関としその商業業 

• 務，金融業務等を行なう現地法人の設立等のための出資をいう。
(法 3) 括弧内は件数

〔出所；) 通 産 省 経 済 協 力 課 調 べ 、

1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
19584~ 12)1

(4

累

ず
、
こ
れ
に
伴
う
経
済
協
力
が
一
向
進
#
し
て
い
な
い
こ
と
.に
対
す
る
相
手
国 

侧
の
不
満
の
現
わ
れ
に
外
な
ら
な
い

。

,

.

し
ば
し
ば.「

か
け
声
ば
か
り
の
経
済
協
カ

」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
現
状
は
い
か 

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
産
省
経
済
掘
カ
課
の
調
查
に
ょ
り
、
.一
九
五
八
年 

士

一

月
末
現
在
の
わ.が
.国
対
外
投
資
実
癀
を
示
せ
ば
、
上
表
の
如
く
で
あ
る

0.

上
表
は
全
体
の
趨
勢
を
示
す
に
'す
ぎ
な
い
が
、
過
去
八
年
間
の
合
計
が
件
数 

.
;に
し
て
ニ
九
〇
件
、
金
額
に
し
て

r

一
四
、
二
三
六
千
ド
ル
と
い
う
実
態
呔
、 

，
例
え
ば
戦
前

(

一
九
一
一
一
四

—

三
六
$

の
年
平
均
海
外
投
資
五
億
ド
ル
を
遙
か 

に
下
回
る
事
情
が
理
解
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
戦
前
は
、
朝
鮮
、
台
湾
お
ょ
び
満 

,
,例
.を
含
む
.旧
植
民
地
や
勢
カ
圏
に
.対
す
る
投
質
が
全
体
の
/\
割
を
占
め
て
い
た 

•の
で
、
残
り
の
ニ

0
%

に
つ
い
て
の
投
資
：に

限
;-
?
て
み
て
も
、
.
そ
の
年
額
一
億 

.

.ド
ル
に
比
し
て
、
：
近
況
は
そ
の
三
分
ノ
-ー

 

％
至
五
分
ン
三
程
度
に
止
ま
る
と
い 

え
る
。

.

同
じ
通
産
省
資
料
に
ょ
り
、

.
一：九
五
 

一
I
五
八
年
の
わ
が
国
海
外
投
資
の
地 

域

別
•
形
態
別
実
績
を
見̂
と
、
前
掲
の
一
九
五
八
年
士
ー
月
末
現
在
.の
総
額

，
一
5

、
一

m

一
六
千
ド
ル
の
う
ち
、
北
米
四
八
、
塞
一
一
一
千
ド
ル
、
中
南
米

©

,
〇
、
〇
三
三
千
ド
ル
で
、
こ
の
両
省
の
合
計
が
全
体
の
約
七
七
％
を
占
め
、

.
こ 

れ
に
対
し
て
東
南
ア
ジ
7-
は
ー
=:
、
七
九
五
千K
ル
.で
.金
体
の
約
一
一
割
に
過
ぎ 

ず
、
中
近
東
は
と
る
に
足
り
な
い

。
'

そ
の
形
獻
別
内
訳
に
つ
い

V

は
、_証
券
取
得
の
総
額
六
一
、
.五
〇
三
千
ド
ルi 

め
八
0

%
以
上
は
北
米
と
中
南
米
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
じ
、
東
南
ア
ジ
ア 

は
五
、
，.五
宏
九
千
氏‘ル
：で、
'' ー
割
廳
で
あ
る
。.-
こ
れ
に
反
し
債
権
取
得
は
、

11

一
.(

七
五
.

1 

V

わ
が
国
対
東
南ア
ジ
ア
経
済
捣
力
の
新
段
階



(14) 
1,127

(57)
5,559

ィ ン ド

パキス.タン

セ イ ロ ン  

-ビ / ル マ  

マ ラ ャ （2 ) 161
タ イ（2) 971
イ ンドネシア

英領サラヮク（1 ) 50
ラ 才 ス

香 港

合 湾
琉 球 ⑴ 179
力 ンボジ 7 
ヴェトナム
フ ィ リ ピン丨⑴ 10

— —

1,371

⑴

(1).

( 2 ) 162

( 1 ) 56 
⑴ 42

( 1 ) 38

( 1 ) 76 (1)
( 1 ) 2 5 ( 3 )  267 

333(3) 1 8 (1 )134 
136

j(2) 4 d (9) B79
(5)

489
(1)'

⑴ 証 券 取 得 （国 別 . 業種別） （1958年12月末現在) （単位：千ドル）

生 産

鉱業 製鉄業 5 ル■•水塵
m m
工業

業

f i その他 小計
商業等 合 訐

，（注 1 ) 証券取得の商業等は1958年 9 月末現在 

(注 2) 括弧内は件数
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.
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8
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4
 

4
 

6
 

5
 

9
 

5
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3
 

4
 

2
 

3
 

2
 

1
 

9
. 

6
 

2
 

5
 

0
 

2
 

1

!
.■ 

3
 

9
 

1

(6)

(5)
(5)
⑵

⑶
(5)
⑴

⑴
⑴
(6) 

(6) 

(13) 
(1) 
(1) 
⑴

⑷ 571 
⑴ 21
( 1 ) 3

(2) 65 
⑴ 298

(1)1 2 0  
⑶ 36

⑴ 13' '

(4) 822(6) 984 
( 1 ) 6 2 ( 1 ) 62 
(2)126(4) 220 

⑴ 42 
( 1 ) 400 ⑶ 3 6 1  
⑴ 16⑶ 987

⑴ 50

( 1 ) 1 7 ( 3 )  99
(2) 48(6) 340 
(6) 249(12)913

( 1 ) 136 
( 1 ) 2 8 . ( 1 ) 28 

⑴ 10

緣
頫
五
〇
、
六
五
八
千
ド
ル
の
う
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
は
一
六
、
ニ
三
六
千
ド
ル 

で
三
二
%
を
占
め
、
北
米
と
中
南
漱
が
約
六
割
と
低
下
し
、
：
東
南
ア
ジ
ア
の
比 

重
が
や
や1
大
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
：る
。
な
お
後
述
す
る
如
く
、
技 

術
慶
助
に
つ
い
て
は
、
、
東
南

ア

ジ

ア
の

比
重
は
頗
る
高
く
、
総
契
約
件
数

' 一
一 

八
件
の.う
ち
、
策
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
約
八
割
に
及
ぶ
九
〇
件
を
占
め
て

.い
る
。

P
券
取
得
が
北
米
と
中
南
米
地
域
，に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
銀
行
、
商
社
、 

i

会
社
等
の
海
外
支
店
が
、
：現
地
資
本
と
の
合
弁
で
独
立
法
人
と
し
て
両
地 

域
に
多
数
設
置
さ
れ
た
こ

と

と

、

中
南
米
諸
国
は
為
替
管
理
が
比
較
的
ゆ

る

や
 

.か
で
、
外
資
受
入
体
制
が
東
南
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

. 

の
と
考
え
ら
れ
る。

.

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
ば
新
興
国
デ
シ
ョ
チ
リ
ズ
ム
の
枱
頭

.を
背
景
と
し
て
、 

反
植
民
地
主
義
と
民
族
資
本
擁
護

の

立
場
が
原
則
と
し
て
保
持
さ
れ
、
外
国
資 

本
の
活
動
が
こ
れ
ま
で
か
な
り
制
約
さ
れ
て
き
た
た
め
、
証
券
取
得
よ
り
固
矩 

性
の
少
な
い
貸
付
金
債
権
取
#
な
ら
び
に
技
術
提
携
に
、
い
っ
そ
う
の
ゥ
エ
ィ 

卜
が
置
か
れ
て
き
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
但
し
証
券
取
得
と
債
権
取
得
の
双
方
に 

つ
い
て
、
業
種
別
に
は
生
産
事
業
べ
の
投
資
が

^
員
そ
の
他
の
非
生
産㈤
_
業 

に
対
す
る
よ
り
も
、
遙
か
に
多
く
の
投
資
額
を
示
し
て
い
る
。
、
こ

の

■こ

と

か

ら

. 

実
は
、
今
後
に
お
い
て
傷
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
開
発
の
前
進
に
伴
い
、
わ
が 

国
の
賠
償
を
含
む
経
済

•

技
1

力
が
、
と
く
に
こ
の
部
面
に
お
い
て
伸
張
し 

う
る
可
能
性
を
含
む
と
推
定
す
る
こ

.と
も
許
さ
れ
よ
う
。

因
み
に
東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
別
に
見
た
、
わ
が
国
の
証
券
取
得
な
ら
び
に
債 

権
取
得
の
内
容
は
次
の
ニ
表
の
如
く
で
あ
る
。

⑵ 債 権 取 得 （国別，業種別） （1卿 斛 2月末獅0 (単位S千ドル）

わ
が
国
対
東
南
ァ
ジ
7
経
済
協
力
の
渐
段
階

リピ

タ

(7) 6,811⑶  649 

⑶ 486

イ ン ド ネ シ ア

ラ ヤ ⑵ 3,538 

ア (2) 3,386

台 湾 ⑴ 、 957

産 事 ち .

鉱 業 | 5 ル プ

(15) ⑶
15.178 649

水産
繊維
ェ業

⑴

⑴

その他 小 計

( 1 ) . 95 ⑴  95

(10) 7,460 

(3) 486

⑴
95

⑵

⑵

⑴

⑴

3,538

3,386

6

957

(20)
15,928

合 f i ‘

( 1 ) 95 

(10)7,460 

(3) 486

⑴  3 0 8 ( 1 ) 308

⑵  3,538

(2) 3,386 

(1 ) 6 
( 1 ) 957

⑴
308

(21)
16,236

( 注 )括 弧 内 は 件 数

.

こ
め
外
、
政
府
間
べ
ー
シ
ス
の
経
^
^
力
と
し
て
は
戦
後
の
日
本
の
歴
代
内 

.

閣

の「

経
済
外
交」

な
い
し
：は「

ア
ジ
ア
外
交

」
の
双
©
、
さ
ら
に
は
賠
償
に.
 

伴
ぅ
経
^

^
力
の
推
進
と
い}
要
望
に
も
枸
わ
ら
ず
、
.
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
余 

り
活
潑
に
具
現
さ
れ
：て
い
な
い
の
が
、
実
状
で
あ
る
。
た
だ
若
干
の
例
外
と
し 

て
、
资
本
協
カ
と0
て
.贈
与
す
る' %

の
に
、
ラ
オ
ス
お
ょ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の 

間
の
経
済
技
術
協
力
協
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
右
両
国
が
対
日
賠
償
請
求
権
を
放 

粟
し
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
も
含
め

.て
、
相
手
国
の
希
望
す
る
プ
ロ
ジ 

十
ク
ト
に
対
し
て
：、
無
償
で
資
材
と
技
衡
の
提
供
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
す 

な
，わ
ちラ
オ
ス
に
対
し
て
は
、'ニ
年
間
に
わ
た
り
^
^
ナ
億
円
の
資
材
と
役
務 

.
を
供
給
し
、
首
都
ビ
エ
V-
チ
ャ
ン
市
の
上
水
道
の
建
:̂
、
ダ
.ム
、
橋
梁
の
設
計 

な
ど
へ
の
協
力
を
内
容
と
す
•る
も
の
で
あ
り
、
実
施
要
目
の
決
定
に
つ
い
て
両 

国
政
府
間
の
見
解i
岐
れ
た
，た
め
、
か
な
り
遷
延
し
た
が
、
最
近
そ
の
設
計
が 

進
め
ら
れ
て
い
る。

'

ま
た
ヵ
ン
ポ
ジ
ナ
に
は
' 
三
年
間
に.わ
た
り
、
総
額
十
五
億
円
の
資
材
と
役 

務
の
f

に
ょ
り
、
員#
双
#1
セ
ン
タ
I
、
i

'

i、
農
村
診
療
！

等
の
設 

.置
を
計
画
し
て
い
る
。この
方
も
両
国
間
の
^
^
の
技
術
的
な
面
で
の
意
見
が 

な
か
な
か
合
致
せ
ず
、
本

蟹

の
.調f

を
見
た
■の

は

本

年

.三
月
一
一
日
で
あ
る 

が
、
ょ
ぅ
や<-
最
近
に
な
，っ'

_
目
^
お
の
成
立‘に
ょ
っ
.て
正
式
に
発
足
す
る 

運
び
に
な
っ
た
。

ま
た
借
款̂

し
て
供
与
さ.れ
る
も
のu
-:
>
イ
ン
ド
に
対
す
る
七
〇
0
〇
万
ド 

ル
の
.円
ク
レ
デ
イ
；ッ
ト
が
あ
る
0
.こ
の
ぅ
ち
五
〇o

Q
:̂
ド
ル
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
七
年
ナ
ガ
の̂
:不
丨
ル
会
談
を
基
礎
と
し
て
、
翌
五
八
年
一
一
月
に
正

.五

(

七
五
三)

.



式
妥
結
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
竽
続
き
の
連
延
に
鑑
み
、

‘
と
く
に
最. 

近
そ
の
促
進
が
日
本
側
の
.r

三
人
委
員
会

」

そ
の

#

.

の

手
段
を
通
じ
て
企
図
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

.
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
近
に
お
い
て
わ
が
国
の

^W
E

ァ
経
済
協
力
が
、
積 

極
的
に
議
さ
れ
る
機
連
を
示
し
つ
.つ
'あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、 

こ
の
問
題
の
新
し
い
段
階
の
.展
開
を
录
唆
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ

か

ろ

ぅ

。

.
経
^

^
力
と
並
ん
で
、
あ
る
い
は

こ

れ
と
結
び
つ
い
て
重1

さ
れ
る
も
の 

に
、
技

霞

力

が

あ

る

。
戦
後
の
後
進
国
開
発
援
助
の
主
要
な
一
項
目
と
.し 

て
、
国
際
連
合
や
ァ
メ
リ
ヵ
等
に
よ
り
爭
く
か
ら
技
術
援
助
が
と
り
上
げ
ら
れ 

た
こ〕

と
.は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は

i

国
め
経
済
開
^
の 

阻
害
要
因
と
し
て
、
■資
本
不
足
と
共
に
技
術
の
欠
如
が
致
命
的
な
も
の
と
考
え 

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
ニ
つ
に
は
、
相
手
国
侧
の
国
民
感
情
か
ら
見
て
資
本 

援
助
よ
り
も
技
術
援
助
の
方
が
、
比
較
的
受
け
入
れ
ら
れ
易
い

と

.

い
ぅ
事
情
に 

基
づ
く
も.の
で
あ
る。V

 

.わ
が
国
も
亦
、f

九
五
四
年
十
月
の
第
六
回
コ
ロ.
ン
ボ
計
画
®

委
員
会 

(

オ
タ
ヮ

)

で
、.援
助
国
の
：
一.員
と
し
て‘コ
：ロ
ン
ボ.計
圃
に
加
入
し
、

本
計
画 

の
禅
内
に
お
け
る
技f

力
の
実
施
に
踏
み
入
れ
た
。
尤
も
当
時
は
、
賠
償
が 

未
解
決
の
点
も
あ
り
へ
1
般
に
わ
が
国
の
経
済
カ
の
'回
復
水
準
か
ら
見
て
、
資 

本
協
力
の
実
行
は
麗
で
あ
る
と
の
理
由

'か
ら
、
技
霞
力
の
み
を
志
し
た
と 

解
さ
れ
る
。
し.た
が
つ
，て
'初
期
の
段
階
で
は
、
こ
の
.技
^
^
:

R

の
実
行
予
算
も

六
.(

七
五
：四

〕

か
な
り
限
定
さ
れ
て
：お
り
、
五
四
¥
胄

「

三
0
〇
万
円
、

；

五
宄
年
度
三
〇
〇
〇 

万
円
.で
、
こ
の
両$

に
わ
が
国
の
派
遣
し
た
技
術
専
門
家
一
一
八
名
、

『

受
入
技 

r
研
修
生一

六
名
に
止
ま
マ
た;0

.
•L
か
し
.そ
の
後
の
コ
口
ン
ボ
，
プ
ラ
ン
，自
体
の
比
較
的
円
滑
な
進
展
と
技
術 

協
力
そ
の
も
の
の
意
義
の
拡
大

——

資
本
協
力
：と
の
結
合
に
'*
?
い
.て
、
あ
る
ぃ 

は
資
本
協
力
の
誘
発
要
因
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
か
ら
、
わ
が
国
の 

,技
術
協
力
予
算
も
次
第
に
増
額
さ
れ
、

1

九
五
九
年
度
に
は
約
三
億
円
が
計
上 

さ
れ
允
。
そ
れ
に
伴.ブ
て
当
然
、
派
遺
専
門
家
数
や
受
入
研
修
生
：の
数
も
増
加 

し
、

一
九
五
八
年
末
ま
で
に
前
者
は
一
五
ニ
名
、
後
者
は
一
二
四
名
に
達
し
、 

こ
の
間
供
与•し
た
実
習
機
材
は
九
六
〇
万
円
に
の
ぽ
っ
た
。

.
な
お
通
産
#
-
調
べ
に
よ
る

一

九
五
〇
丨
五
八
年
末
の
期
間
の
技
術
援
助
供
与 

件
数
の
内
訳
は
、
次
頁
の
齊
の
：如
く
で
あ
る
。
.
：

.

.こ
れ
に
よ
：っ
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
め
経
過
に
お
い
て
国
別
に
は
イ
ン
ド
と 

台
湾
に
最
も
多
く
、
と
れ
に
次
ぐ
の
が
ビ

ル

マ

と

フ

ィ

リ

ピ

ン

で
あ
り
、
業
種 

別
に
は
、
鉱
業
、
水
産
、
機
械
工
業
の
順
で
あ
る
ご

と

が

判
る
。こ
ぅ

し

た

関 

連
.

Q

樹
立
が
妥
当
が.否
か
は
別
：と
し
て
、

今
後
の
技
穩
力
の
方
向
に
関
し 

'て
、
何
等
か
一
の
指
針
.を
与
え
る
も
の
と
評
価
.で
き
よ
ぅ0 

' 

'

上
記
の
コ
口
ン
ボ
-

プ
ラ
ン
へ
に
基
づ
く
技
德
カ
以
外
に
、
最
近
は
相
手
国 

政
府
と
の
バ
イ
ラ
テ
ラ
，ル
な
罾

^
に
よ
っ
て
、̂

^
双
#

セ
ン
タ
ー
の
設
立
が 

.
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
わ
：が
国
か
ら
供
与
す
る
機
械
•
器
具
を
用
い
て 

.
わ
が
国
の
技
霧
導
者
が
直
接
に
現
地
で
指
導
を
す
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
。 

例
え
ば
イ
ン
ド
の
：西
：ベ
ン
ガ
ル

'巾
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、、

マ

ラ

ャ
の
木
工
双^

セ

対 東 南 ァ 技 術 援 助 件 数 （1950-明年末)

織維 
工業 鉱業 水産 機械

工業 建設 電気 薬品 その他 合許
-

ィ ン ド 1 1 1 4 ■ 4 12 23
ゴ ア 1 1
セ.. イ .ロ  ..ソ. 2 1 1 4
ビ . .ノレ. _ マ 2 6 8

タ ィ 2 1 .

•
3

フ イ リ ピ ン ， 6 1 . 1 8

•ヴ エ ト ナ ム 1 2 3

ィ ’ノ' ド ネ シ ア - - 1 1
' マ'. ラ ヤ 3 3
シ / ガ ポ ー ル 5 5

香 港 1 3 1 5

璘 球 1 2 3

合 湾 2 1 , 6 4 3 7 23

合 計 6 15 14 11 9 9 3 28 90

わ
が

国
対
東
南
ア
ジ
ア
経
済
協
力

の，
新
段
階

ン
タ
、
.タ
ィ
の
電
気
通
信
技
術
セ
ン
タ
ー
等
で
あ
る
。

そ
の
他
、
水
道
エ 

事
、
鉄
道
設
計
、.ダ
.ム
建
設
等
に4-
日
本
の
建
設
技
術
ぺ
.の
協
カ
荽
請
が
増
大 

し
つ
つ
あ
り
、
こ
め

.

分
野
に
お
け
る
今
後
の
発
展
が
、
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。

.
こ
れ
ら
の
技M

刀
.は
，、.多
く
の
場
合
日
^
^
府
が
ー
切
の
費
用
を
負
担
す 

る
が
、.時
に
は
政
府
が
一
：部
の
経
費
を
負
担
し
て
、
他
を
関
係
国

や
！
！

際
機
関 

の
負
担
に
ょ
る
場
合
も
あ
る
：。
；
ァ

'メ
リ
ヵ
の1

0
八
の
第
三
国
研
修
計
画
へ
の 

協
力
と
か
国
連
専
門
機
関
か
：ら
の
研
修
生
の
受
入
れ
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

:

か
く
し
て
こ
れ
ま
で
数
力
年
、
日
本
は
土
述
の
各
般
の
計
画
や
機
関
に
ょ
る 

相
当
数
の
技̂

?
派
遣
：や
研
修
生
の
受
入
れ
を
実
行
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る 

が
、
'そ
の
効
果
に
つ
い
て■被
、
：
肯

，
否
相
半
ば
し
て
い
る

.如
く
で
.あ
る
。
そ
の 

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
現
地
側
あ
る

.い
ば
日
ホ㈣
の
受
入
れ#:
⑽
の
如
何
が
根 

本
的
な
条
件
を
形
成
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
言
語

*/
宗

教
.
風

俗

•
習
慣
の
相 

違
か
ら
く
る
摩
擦
も
な
し
と
し
な
い
。

一

㈣
⑽
にい
っ

て
、
こ
れ
ま
で
は
現
地 

派
遣
の
技
術
者
に
つ
い
:̂
は
、
_
が
ほ
#
の
畠
_
や
ダ
ム
建
設
の
工
事
指
f

 

が
比
較
的
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る

が
、
.今
後
は
機
械
工
業
の
部
面
、 

そ
し
.て
と
く
に
中
小
工
業
の
技
術
の
進
出
が
望
ま
れ
て
い
る
。
他
方
研
修
生
の 

受
入
れ
に
関
じ
て
は
、
次
第
に
そ
の
体
制
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
如
く
で
あ
る 

が
、
研
修
生
と
し
て
違
办
さ
れ
て
く
る
者
は

^
将
来
有
為
の
青
年
層
が
多
く
、 

帰
国
後
は
早
急
に
本
国
の
各
分
野
に
お
竹
.る
相
当
の
活
働
を
期
待
さ
れ
て
い
る 

者
を
含
む*た
.け
に
、.日
本
に
お
、け
る̂
の
指
導
の.た
め
に
、
い
ま
一
層
.の
受
入 

象

制
.の
充
実
が
必
要
視
さ
れ
る
0

.

■
い
ず
れ
に
し
て
も
、
技

靈

力

は
、
' さ

ぎ

に

'
言
し
た
如
く
資
本
協
カ
と
は

.

七

(

七
.五
五)



や
や
性
格
を
異
に
す
る
だ
：け
に
、
今
後
も
経
済
協
力
.と
の
緊
密
な
結
び
つ
き
に 

お
い
て
、
そ
の
伸
展
を
図
る
ベ
き
で
あ
ろ
う
0
加
え
て
そ
れ
は
新
た
な
展
開
を 

め
ざ
す
経
済
協
力
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
の
部
面
に
お
い
て
も
新
局
面
を

$5 

く
用
意
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。

.

四

従
来
の
わ.が
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
経
済

•

技
術
畠
カ
の
不
振
の
一
半
の
理
由
，
 

が
、
わ
が
国
侧
に
あ
り
、
そ
こ
に
反
省
さ
る
べ
き
多
く
の
点
を
含
む
こ
と
は
、 

上
述
の
分
析
を
通
じ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
一 

半
の
理
由
は
、
相
手
国
側
の
態
度
お
ょ
び
情
勢
に
根
ざ
し
て
い
る
。

.

経
済
協
力
な
り
技
術
協
力
な
り
の

「

協
力」
の
意
味
が
注
々
に
し
て
相
手
国 

側
か
ら
は
、
無{1
の
赠
与
の.
く̂
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
否
め
な
い
。
こ
れ 

に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
経
，

i

力
と
い
い
、
技
術
協
力
と
唱
え
て
も
、
多
く 

の
場
合
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
商
業
採
算
の
ベ
ー
シ
ス
で
実
施
し
た
い

と

意
図
し 

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

> 

.

.

し
か
し
.問
題
の
根
底
に
横
た
わ
る
も
の
は
、
戦
後
十
年
に
亙
る
砠
南
ア
ジ
ア 

各
国
経
済
開
発
の
侬
然
た
る
停
滞
と
こ
れ
に

■*
づ
く
経
済
的
困
難
の
增
大
で
あ 

ろ
う
。
概
説
す
れ
ば
、
戦
後
舊
ア
ジ
ア
の
各
国
は
一
斉
に
工
業
化
を
中
心
と 

す
る
経
済
開
発
のi

に
着
手
レ
た
。
そ
の
結
果
、
ィ
ン
フ
レ
の
昂
進
と
国
際

- 

収
支
の
悪
化
を
招
き
、

 

国
に
ょ
っ
て
は
逆
に
工
業
化
計
画
を
削
減
す
る
必
要
す 

ら
生
じ
た
。
つ
ま
り
工
業
化
に
伴
う
生
産
財
輸
入
が
激
増
し
、
そ
の
反
面
、
農 

業
や
鉱
産
資
源
に
対
す
る
投
資
が
手
控
え
ら
れ
た
た
め

、
f

ア
ジ
ア
地
域
の

主
要
輸
出
品
で
あ
る
農
産
物
や
工
業
原
料
.の
生
産
と
輸
出
が
減
少
す
る
と
い
う 

悪
循
環
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
加
う
る
に
一
九
五
七
丨
五
八
年
の
世
界
的
景
気 

後
退
^E

景
と
す
るこ
れ
ら
第
一
次
生
産
品.の
^
^
の
低
落
は
、
多
く
の̂
® 

.

.ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
輸
出
取
入
の
減
退

——

国
際
収
支
の
悪
化

——

手
持
外 

貨
高
の
低
下
を
招
き
、
.そ
の
対
策
と
し
て
、
翰
入
制
限
の
強
化
に

.止
ま
ら
ず
、

-

経
済
開
発
計|
1
1自
体
の
縮
小
改
訂.を
必
要
な
ら
し
め
た
。
と
く
に
わ
が
国
の
対 

®

ア
ジ
ア
貿
易
は
、
パ
ネ
ス
タ
ン
、

マ
ラ
ヤ
な
ど
を
除
く
と
一
般
に
毎
年
わ 

、が
国
の
大
き
な
輸
出
®
過
が
続
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
対
日
輸
入
を
⑽

®
す
る
動 

.き
す
ら
生
じ
て
い
る。
I

.
こ
の
よ
う
な
事
態
に
処
し
て
、
.最
近
活
潑
に
提
起
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
新
し 

い
構
想
と
し
て
、
わ
が
国
侧
か
ら
行
な
う

「

開
発
輸
入

」

の
促
進
が
あ
る
。
そ 

れ
は
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
わ
が
国
が
必
要
と
す
る
相
手
国
の
第
一
次
生
産
品 

の
開
発
に
協
力
し
、
そ
れ
を
わ
が
国
が
積
極
的
に
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

.

長
期
的
な
安
定
し
た
.市
場
を
提
供
す
る
こ
と
.を
内
容
と
す
る
。
こ
れ
が
円
満
に 

進
行
す
る
場
合
、
わ
が
国
が
，ら
見
れ
ば
、
適
当
な
経
済
•
技
術
協
力
の
対
象
を 

，見
出
し
、
そ
の
生
産
物
の
輸
入
を
わ
が
国
が
保
証
す
る
と
と
に
よ
っ
て
相
手
国 

.
侧
に
と
っ
て
は
安
定
し
た
輸
出
市
場
の
確
保
と

0
畠

双

殳
.6
0
ま
_
に
役
立
ち
、 

さ
ら
に
ま
た
わ
が
国
に
と
っ
て
も
近

_
輸
入
市
場
の
拡
大
が
可
能
に
な
る
と
い 

う
、
.い
わ
ば
一
石
ニ
鳥
な
い
乙
三
鳥
の
⑩
帛
を
狙
い
う
る
こ
と
に
な
る
。

S
実
本
年
一
丨
二
月
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
開
か
れ
た
.エ
ヵ
フ
エ
主
催
の
第

一

回 

域
内
貿
易
促
進
会
談
に
お
い
て
は
、
参
加
各
国
の
間
で
総
当
り
式
の
バ
ィ
ラ
テ 

'ラ
ル
.な
会
談
が
行
な
わ
れ
、
日
本
も
亦
、
各
国
と
の
間
に
一
回
な
い
し
二
回
の

会
議
を
も
ち
、
両
国
間
の
貿
易
拡'充
の
た
め
の
双
方
の
希
望
項

EI

を
披
壢
し
合
，
 

っ
，た
。
そ
の
成
果
は
必
ず
し
も
滿
足
な

も
の
と
は
称
し
難
い
が、
.こ
の
よ
う
な 

形
式
の
会
談
を
通
じ
て
、
双
方
の
意
図
が
相
互
に
明
確
に
了
解
さ
れ
え
た
こ
と 

は
、

一
つ
の
収
獲
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
線
に
沿
っ
て
、
去
る
六
月
東
京
で
持
た
れ
た
ア
ジ
ア
の
十
六

' 

公
館
の
経
済
担
当
官
会
議
ば
、
現
地
の
空
気
を
伝
え
る
と
共
に
、
新
し
い
段
階 

に
処
す
る
経
済.
技
i

力
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
一
痧
の
結
論
を
纏
め
た
。

そ
の
中
で「

開
発
輸
'A
の
促
進」

に
関
し
て
は
、
次
の
諸
要
点
が
指
摘
さ
れ
て 

い
る
。
 

•
.
-
一

 

.

一
、
今
後
わ
が
国
の
経
済
.
技
1

力
は
、
原
則
と
し
て
わ
が
国
が
必
要
と 

す
る
鉱
産
物
、
農
水
産
物
の
増
産
、

.品
質
の
改
善
、
価
格
の
引
下
げ
を
目
的
と 

す
る
経
済
協
力
に
よ
り
多
く
の
重
点
を
お
く
こ

'と
。

一
、
か
：か
る
経
済
協
力
の
促
進
策
と
し
て
、
相
手
国
の
要
請
の
あ
る
場
が
に 

は
、
わ
が
国
か
ら
専
門
家
、
技
§

の
派
遣
に
よ
り
基
礎
的
な
調
査
や
企
画
立
，
 

案
を
行
な
う
こ
と
。

一
N
相
手
国
の
輸
出
意
慾
を
刺
戟
す
る
手
段
と
し
て
、
長
期
的
な
輸
入
契
約 

を
結
ぶ
必
要
の
あ
る
こ
と
。
？
. 

.

一
、
相
手
国
と
経
済
協
力
の
た
め
の
混
合
^
員
会
を
現
地
に
設

S

す
る
こ
，

と
。
へ

一
、
金
㈣
胃
の
ま
か
策
と
し
て、
8
一
一
国
ま
た
は現
地
通
貨
と
の
多
角
的
な 

■

に

よ

る金

融(

例
え
ば
ア
メ
リ
ヵ
開
発
借
款
基
金
や
余
剰
農
産
物
資
金
の
，
 

利
®

か
、
ま

た

は
現
行
の
日
本
輸
出
入
銀
行
の
融
資
条
件
の
緩
和
、
現

在

事

.

わ
が
国
対
東
南
ア
ジ
ア
経
済
協
力
の
新

段
階

.

実
上
凍
結
状
態
に
あ
る
五
〇
億
円
の
東
南
ア
ジ

-7
開
発
墓
金
の
弾
力
的
活
用
、
. 

さ
ら
に
新
し
い
機
関
な
い
し
基
金
の
設
置
な
ど
を
考
慮

.
検
討
す
る
こ
と
。

■

一
、
現
地
の
双̂

に
裕
え
、.中
小
企
業
の
現
地
進
出
に
対
す
る
保
障
制
度
、 

金
徹
措
置
を
講
ず
る®

。
',
:
:

1;

、
畜

ア

ジ

ア

の11
々
は
、..そ
れ
ぞ
れ
国
情
を
異
に
し
、
協
力
の
内
容
、 

規
模
、
利
潤
の
度
合
、
返
済
期
間
め
長
短
な
ど
が
大
き
く
相
違
し
て

.い
る
。
そ 

こ
で
今
後
は
相
手
国
の
実
情
や
わ
が
国
に
対
す
る
得
失
な
ど
を
考
え
て
、
画
一 

的
に
は
扱
わ
ず
、

ー
.庙
わ
が
国
の
経
済
カ
の
限
界
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
も
、 

融
資
条
件
の
徹
底
的
な
改
善
を
図
る
こ
と

0

-

.

;

ま

た「

技
術
畠
カ
の
推11」

に
っ
い
て
は
、

㈠
技
術
協
力
予
算
の
大
幅
拡 

犬
、
㈡
派
遣
技
術
者
、'専
門
家
の
質
的
向
上、' 

S

研
修
生
の
待
遇
改
善
と
く
に 

宿
舎
の
整
備
、㈣
技
術
協
力
の
効
果
の
調
査
、
.
㈤
技
術
セ
ン
タ
ー
設
置
に
対
す 

る
細
心
な
配
慮
な
ど
の
必
要
な
こ
と
を
挙
计
て
い
る
。

上
に
要
約
し
た
限
，
で
は
、
；
多
少
希
望
条
件
の
羅
列
に
止
ま
る
感
な
き
を
え 

な
い
が
、
要
は
こ.れ
ら
を
本̂

:

g

に
実
行
す
る
用
意
と
覚
悟
が
あ
る
か
否
か
に 

懸
.る
と
見
ら
れ
る
。
現
夜
ま
で
の
経
過
に
お

i

て
、
そ
の
後
の
政
府
の
努
力
に 

よ

り「

開
発
輸
入」

の
対
象
と
し
て
、
：
3
:南
ボ
ル
ネ
オ
.
カ
リ
マ
ン
タ
ン
周
辺 

の
ラ
ヮ
ン
材
、㈡
ス
マ
ト
ラ
の
石
她
開
発
、
闫
ィ
ン
ド
の
ラ
ラ
ッ
プ
お
よ
び
パ 

ィ
ラ
デ
ー
ラ
鉱
山
の
鉄
鉱
石
、
1
:ビ
ル
マ
の
狭
欽
石
お
よ
び
ア
ン
チ
モ
二
ー 

越
な
ど
.が
、
考
旗
さ
れ
て
き
て
お
り
、：
さ
ら
に
こ
の
よ
ぅ
な
直
接
の
資
源
開
発 

に
止
ま
ら
ず
、
こ
：れ
ら
<0
,
輸
岀
の
た
め
の
陸
蓮
や
襲
施
設
の
建
設
に
つ
い
て 

も
、
経

済
•
技
術
協
力.の
具
体
化
が
企
図
さ
れ
て
.い
る
。
ご
と
に
前
記
の
現
地

^
 

.

(

.七
五
七)



で
：の
，
混

合

委

員

会

の

.設
置
は
、

「

綏
f

力
懇
談
会

i
:

の
形
式
で
の
設
立
を
、 

先
ず
:̂
;
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ィ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
の

.三
国
に
呼
び
か
げ
る
こ
.と
に
な
：？

:

た
。

，

.

. ;
'
 

.

.

.

.

.

.

.

_

輸
入
の
促
進
を
主
軸
と
す
る
わ
が
国
の

_

済•

技
術
協
力
方
策
の
適 

用
の
試
み
が
、
実
る
か
：否
か
は
、
予
測
を
許
さ
な
い
。
こ

ぅ

し

た

^

^

の

^

1 1 

に
は
、
要
は
官•
民
の
共
同
涉
調
とf

こ
そ
が
前
提
と
さ
れ
る
'べ
き
で
あ
ろ

「

開
発
輸
入

」

.を
骨
子
と
す
る
わ
が
国
の
霞
済
.
技
靈
カ
の
推
進
に
対 

し
て
、
憂

ア

ジ

ア.の
各
国
が
ど
の
ょ
ぅ
な
反
应
を
示
す
か
は
、

(

実

の

と.-
ろ 

未
だ
あ

ま

り
明
白
で
は
な
い
。.た
だ

さ

き

に

も̂

れ
た
如
く
：、
最
近
に
お
.い
て 

ケ
I
ス
，.パ
イ
.
.
ケ.
1ス
_.'
に
、
' し
か
も
.パ■イ

ラ

.
テ

ラル
..な

交

涉

に

ょ

.
っ
て
、
.
若 

千
の
案
件
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
な
い
し
は
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で 

あ
る
.？

.

し
か
し
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る

の

は

、

：

わ
が
国
に
対
す
る
相
手
国
側
の
要
望 

の
ぅ
ち
に
，は
、
あ
る
程
度
の
共
通
性
を
も
つ
も
の

.と
同
時
に
、.相
当
、、ハ
ラ
バ
ラ'
 

な
内
容
の
も
の
を
含
む
点
で
あ
る
。
例
え
ば
既
掲
の
現
地
駐
產
済
担
当
官
会 

議
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
ょ
っ
て
も
、
次
の
如
き
諸
種
の
要
請
を
包
含 

し
て
い
る
。

 

. 

,

一
、
開
発
輸
入
の
促
進
の
た
め
の
地
下
資
源
調
査
団
派
遣
の
要
望

(

フ
ィ
リ
.

ビ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

.

マ.

ラ
ヤ
、
イ
ン
ド

)

；

.. 

.

'

一
 

0

.

(

七
'五
八)

1

、(

開
発
输
入
の
重
点
を
農
繁
に
お
ぐ
べ
き
と
す
る
も
の

(

九

ゾポ
ジ
ァ
、

■ 

.. 

. 

■パ
• - 

. 

-
■
.
:

南
ヴ
：

H

.''

ト
チ
'
A

)

.

..
:
..
. 

.

•
1

V
I開
発
し
.た
物
資
.の
長
期
的
な
輸
入
の
保
証
^,
、
日
本
が
与
え
る
ベ
き
と

.■.の
希
望
':
.
0タ
$
.
.':
ぐ
^
 

■
■'
.■
■.
:
.
.

 

'

1

、
ァ
メ'リ
カ
の
資
金
な
ど
を
利
用
し
.た
経
^

^
丸
ふ
り
%*
、
賠
^

^

に 

基
づ
く
経
瘍
カ
や
借
款
の
供
与
を
望
：む
も
の
つ
ヒ
ル
マ
、

ス
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン.

ド
ネ
シ
ア

)

1

、
返
済
を
要
す.る
借
款
'で
は
な
く
、
開
発
用
資
金
と
資
材
の
贈
与
を
希
望

(

ラ
オ
ス
，
ヵ
ン
ボ
ジ
ァ
、

:

南
ヴ
チ
ト
ナ
ム
、

.

パ
キ
ス
タ
；ン

)

'一
、
：
延
私
い
輸
出
の
条
件
緩
和

c

イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
、
台
湾

)

.

—
：

一
、
：
鉄
道
、
港
湾
へ
の
融
資
：

5

ラ
ャ
>
ノ

r

イ
ン
ダ
ス
河
の'水

利

麗

の

促

進

a

キ
ス
タ
シ

)

し
た
ガ
.つ
て
、.'
■日
本
仰
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
す
べ

.，て
を
早̂

に
^
足
す
る
こ 

と
が
無
理
と
思.わ
れ
る
以
上
、
自
ら
相
手
侧
の
実
情
、
と
り
わ
け
現
地
内
外
の 

政

治•

経
済
条
件
を
勘
案
し
て
、

.
具
体
化
：の
可
能
性
知
る
も
の
か
ら
着
手
す
る 

.と
い
ぅ
必
要
が
あ
み
ぅ
9
そ
の
際
、
共
逋
に
扱
克
る
4
の
は
で
き
る
だ
け
そ
の 

方
が
望
ま
じ
い
こ
と
は
.異
論
な
い
が
、
多
く
は
や
は
り
バ
イ
ラ
一
ア
ラ
ル
な
力
式 

■.
.■で
の
進
埗
を
図
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
さ
き 

.の
経
済
協
力
懇
談
会
の
設
置
案
か
ら

-
^

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
で 

比
較
的
交
渉
の
多
が.

.

つ
た
イ
ン"ド
、
そ
れ
に
ビ
ル.マ
、
イ
ン
'ド
ネ
シ
ァ
に
加
え 

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
：
南
ヴ
エ
ト
ナ
ム
な
ど
の
賠
償
相
手
国
が
当
面
の
対
象
と
し 

て
重
点
を
向
け
ら
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

五

-
し
か
し
原
則
的
に
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
方
式
が
採
用
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ 

こ
に
は
今
一
つ
の
問
題
点
の
現
出
を
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
'ヨ
ー
口
ッ
パ
共 

同
市
場
の
発
足
、
.欧
州
小
型
自
由
貿
易
地
域
の
設
立
案
の
進
展
、
さ
ら
に
は
ア 

フ
リ
カ
経
済
共
同
体
の
形
式
な
ど
に
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
世
思
経
済
の
地
域 

化
傾
向
に、

■

 
i

ア
ジ
ア
諸
国
が
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ 

の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
別
の
機
会

.に
検
討
し
た
こ
と
が.あ
る
の
で
、
こ
こ 

で
は
線
返
さ
な
い
が
、
そ
の
要
点
は
、

'広
大
な
ア
ジ
ア
地
域
に
ヨ
ー
P
ッ
パ
共 

同
市
場
な
み
の.単
一
の
共
同
市
場
の
形
成
は
、
到
底
不
可
能
と
考
え
ら
れ
、
仮 

り
に
.で
き
る
と
す
れ
ば
、
旧
英
連
邦
グ
ル
ー
プ
、
社
会
主
義
国
グ
ル
-
プ
お
ょ 

び
極
東
ブ
ルI
プ
等
に
分
れ
た
複
数
の
地
域
的
経
済

1

集
団
の
構
成
で
あ 

.る
。
わ
が
国
の
立
場
か
ら
い
え
ば
当
然
極
東
グ
ル

I
プ
へ
の
参
加
.が
予
想
さ
れ 

る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
外
、
韓
国
、
台
湾
、
南
ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
、

.

.

フ
小
リ
ピ. 

ン
等
を
主
要
構
成
員
と
す
る
こ
の
グ
ル
ー

.プ
の
経
i

力
の
効
果
、
全
体
と
し 

て
の
^
^

力
の
向
上
に
は
多
大
の
期
#
を
ま
せ
る
と
と
は1|
し
い
。
そ
こ
で㈱

 

経
済
的
見
地
か
ら.す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
申
^
の
参
加
な
く
し
て
は 

強
固
の
も
の
た
り
え
な
い
。
し
か
し
い
ぅ
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
余
り
に
も
大 

き
な
国
際
政
治
上
の
係
争
問
題
に
懸
る
だ
け
に
、
早
期
の
し
か
も
抜
本
的
な
解 

決
は
望
み
え
な
い0
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
.の
国
際
的
解
決
を
志
望
し
な
が 

ら
、
徐
々
に
可
能
な
範
囲
で
の
双
申
ヰ
員

1;
の
搲
張
を
期
す
る̂

^

は
な
ぃ
で.

 

あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し.て
も
、
こ
う
し

'た
.地
域
的
な
経
裔
協
方
、ダ
ル
ー
プ
の
編
成
に 

は
、
単
に
空
間
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
考
察
の
み
な
ら
ず
、
時
間
的
フ 

T
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
考
M
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る 

経
済
共
同
体
の
形

g
、：

と
り

".わ
け
有
力
な
極
東
グ
ル
ー
ブ
の
構
成
に
関
し
て 

は
、.
こ
れ
を
長
期
，的
な
将
来
の
目
標
と
し
て
努
力
を
積
重
ね
て
.い
く
こ
と
を
志 

す
べ
き
で
あ
り
、
短
期
的
観
点
か
ら
は
グ
ル

.丨
プ
の
内
外
を
問
わ
ず
、
'、ハ
ィ
ラ 

テ
ラ
ル
：方
式
に
よ
る
経
済
,
技
術
協
力
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
至
当
で
あ
ろ 

う
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
若
し
日
本
が
遽
疑
逡
巡
す
る
態
度
を
と
れ
ば
、
い
ず 

, '

れ
.か
の
第
三
国
が
こ
れ
に
代
る
■こ
.と
は
必
須
と
見
て
よ
く
、
ま
た
ニ
つ
に
は
、 

さ
ぎ
頃
の
欧
州
通
貨
の
交
換
性
回
復
に
伴
う
、
先
進
国
を
中
心
と
す
る
世
界
貿 

易
の
自
由
化
傾
向
は
.、
少
な
く
と
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
む
世
界
の
後
進
諸 

地
域
に
対
し
て
は
、
後
者
の
地
域
化
を
阻
ん
で
こ
れ
を
先
進
国
陣
営
に
強
く
結 

び
つ
け
る
可
能
性
な
し
'と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
.そ
こ
に
は
後
進
諸
国
の
霞 

民
地
化
の
危
険
さ
え
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
し
て 

.
も
、
.ま
た
い
わ
ゆ
る
中
進
国
と
：よ
ば
れ

.る
日
本
と
し
て
も
、
こ
れ
へ
の
対
策
を 

も
含
め
て
、
新
情
勢
に
処
す
べ
き
転
機
に
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
指
摘
し
て
お
き 

た
い
。
日
本
の
対
東
南
ア
ジ
ア
経
済
：

®
力
の
新
段
階
と
は
、
正
.に
こ
の
よ
う
な 

複
雑
な
環
境.と
条
件
を
含
み
、
そ
の
解
決
の
志
向
を
見
出
す
ベ
き
時
期
で
あ
る 

と

ぃ

ぇ

ょ

ぅ0.
:
•
•
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わ
が
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